









































































































































































































































































度数 58 141 199
期待度数 58.1 140.9
調整済み残差 .0 .0

























度数 30▲ 39▽ 69
期待度数 20.1 48.9
調整済み残差 2.9 -2.9




























度数 16 51 67
期待度数 19.6 47.4
調整済み残差 -1.1 1.1















度数 45 101 146
期待度数 42.6 103.4
調整済み残差 .6 -.6






















度数 23▲ 29▽ 52
期待度数 15.2 36.8
調整済み残差 2.6 -2.6
































度数 12 25 37
期待度数 10.8 26.2
調整済み残差 .5 -.5



















度数 31 75 106
期待度数 30.9 75.1
調整済み残差 .0 .0









































































































































































B 相談機関の利用 5 0
C
配偶者・家族の協力・周囲
への相談
0 10
きょうだいが親の相談相手 0 5
年齢差があり，悩まない 0 5
きょうだいに頼りすぎない 0 2
Ⅳ 考 察
本調査研究では，保護者のきょうだいに対する悩
み事・困り事の実態や悩み事・困り事の種類及び，
保護者が実施しているその解決・防止方法について
調べた。
その結果，きょうだいに対して悩み事・困り事が
｢ある｣と答える保護者は，「ない」と答える保護者
と比較し有意に多かった。このことは，きょうだい
の子育てに関して保護者の悩み事に何らかの支援が
必要であることを示している。先行研究ではきょう
だいに対しての支援の必要性が示されているが，今
回の研究から，きょうだいだけでなく，保護者支援
に取り組む必要があることが明らかとなった。
また，悩み事・困り事の有無に影響を及ぼしてい
る家庭環境要因として，きょうだいの年代と同胞と
の年齢差があることが分かった。特に，年代におい
ては，大学生・社会人の群で，同胞との年齢差にお
いては，6歳以上の群で，期待度数よりも悩み事・
困り事のない人が多く，悩み事・困り事のある人が
少なくなっていることから，年代では成人期を迎え
ると悩み事が解決されていることが示唆された。ま
た年齢差が６歳以上とは，幼児期に同胞と一緒に過
ごす機会が少ないことが考えられ，併せてきょうだ
いと同胞に対して保護者や周囲の者が個別にかかわ
る期間が長いことで，悩み事・困り事の発生が少な
くなるのではないかと思われる。この両者から，保
護者のきょうだいの子育てにおける悩み事・困り事
には，きょうだい自身の精神的な成長と，保護者が
きょうだいと同胞に個別に子育てをした時間の長さ
が関係していると考えられる。
きょうだいに関する悩み事・困り事の内訳では，
半数及びそれ以上に見られる問題から，少数に見ら
れる問題まで多岐にわたっており，それぞれのきょ
うだいが個々に抱える問題の多様性が明らかとなっ
た。しかしながら，傾向としては図2に見るよう
に，どの年代も，身体面に比べ，行動面・心情面の
悩み事が多くなっており，保護者が主としてきょう
だいの行動面・心情面の問題への対応に苦慮してい
ることが示唆された。さらに，図3の身体面の悩
み事の内訳をみると，ストレスに関係していると考
えられる項目が多く挙げられており，中でも「爪か
み」や「チック」が高い割合を占めている。このこ
とから，保護者の目には，きょうだいの心情面の問
題が身体症状として表れている状況であり，きょう
だいへの心理的な支援の必要性を強く感じているも
のと推察される。また，図5を見ると，心情面の
悩み事・困り事では「不公平感」が最も多く，続い
て「いつまでも親といたがる」「よく泣く」が挙げ
られている。これらは，保護者のきょうだいへのか
かわり方に関連すると考えられる。少数の保護者の
記述にも，「きょうだいがいつも後回しになる」「コ
ミュニケーションがとれない」というものがあり，
きょうだいの子育てに関する保護者の悩み事・困り
事には，きょうだいと同胞間の問題，きょうだい自
身の問題だけでなく，保護者ときょうだいとの親子
関係における問題が含まれていた。西村ら（1996）
は，きょうだいたちには特有の問題があり，それは
母親との関係の中で改善することができうるのでは
ないか，と述べているが，今回の調査から，保護者
自身が自らのきょうだいに対するかかわりが不適切，
あるいは不十分であり，そのことが，きょうだいの
育ちにおける悩み事や困り事を引き起こしている可
能性があるととらえていることが示唆された。
一方，きょうだいに心配なことがあるときの対処
方法では，図6にあるように，回答した約半数近
くの保護者が，きょうだい本人とのコミュニケーショ
ンに努めており，きょうだいと二人だけの時間を確
保するなど，きょうだい本人に向き合うため努力し
ている保護者の姿が見える。また，きょうだいの子
育てに関する保護者の相談相手は，お互いの配偶者
が4割を占め，他の相談相手よりも高い割合となっ
ている。富安・松尾（2001）の脳性まひ児の母親
に対する調査でも，きょうだいの保育に関する相談
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図８ きょうだいのために相談する機関や利用する
サービス
相手の1位に夫が挙げられており，保護者のきょ
うだいの子育てに関する夫婦間の協力体制の重要性
が見て取れる。
きょうだいに対する悩み事・困り事の防止・解消
につながるかかわりの自由記述内容は，表12に見
るように，悩み事・困り事の有無にかかわらず共通
しているカテゴリーAと，それぞれに特有なカテ
ゴリーB・Cとがあり，両群の違いが明らかになっ
た。共通しているカテゴリーAでは，きょうだい
に心配なことがあるときの対処方法で挙げたように，
きょうだいに個別にかかわる対応方法が取られてい
るが，悩み事・困り事がある群では，ない群に比べ，
「平等に接する」記述が少ない傾向である。また，
「親の思い（大切に思っていること）を伝える」とい
う，きょうだいに親自身を分かってもらおうとする
働きかけがやや多い傾向になっている。このことか
ら悩み事・困り事がある群の保護者が，きょうだい
自身よりも，親側の立場に立った対応をしている傾
向にあるのではないかと推測される。このことは，
先に述べた親子関係の問題と関連するものであり，
保護者のきょうだいへのかかわり方そのものへの支
援の必要性を示すものであろう。また悩み事・困り
事がある群は，B「相談機関の利用」を挙げ，外部
機関に支援を求めるのに対し，悩み事のない群では，
C「配偶者・家族の協力」「周囲に相談する」「きょ
うだい自身に相談する」など身近な家族に相談や支
援を求めており，対照的である。悩み事・困り事の
ある群では，外部の相談機関を利用しているものの，
「配偶者・家族の協力」「周囲に相談する」「きょう
だい自身に相談する」記述は見られず，家族内での
コミュニケーションやサポート体制が不十分である
ことが推測される。このことは保護者にとって，配
偶者・家族をはじめとして，身近な環境からのイン
フォーマルなサポートの存在が，きょうだいの子育
てに関する悩み事・困り事の解決や防止につながる
要因になっていることを示していると考えられる。
このように，きょうだいの子育てにおいては，養育
の中心となる保護者と身近な家族との支え合える充
実した関係が，求められていると言える。
最後に，きょうだいのために利用する相談機関や
サービス機関については，どの機関も利用率が低い
状況となっている。障害のある子どものきょうだい
を育てる保護者にとって子育てサポートサービスが，
不十分，あるいは利用しづらい状況があるものと考
えられる。これまでのような障害のある子どもの子
育てだけを対象とした支援体制ではなく，そのきょ
うだいの子育てを含め，広く家族支援の視点に立っ
た支援体制整備が必要であると言える。
Ⅴ まとめ
本研究の調査の結果，約70％の保護者がきょう
だいの子育てに悩み事・困り事を抱えていることが
分かった。また，その内容はどの年代においても，
身体面に比べ，行動面，心理面に関するものが多く
挙げられた。具体的には，行動面では，どの年代も
「きょうだいげんか」が一番多く，次いで「友人と
のトラブル」及び「会話の減少」であり，心情面で
はどの年代も「不公平感」が一番多く，次いで「い
つまでも親といたがる」が多かった。また，身体面
についても，「爪かみ」や「チック」など心情面で
の問題が関連する可能性が高い事項が多くなってお
り，保護者が主としてきょうだいの行動面・心情面
の問題への対応に苦慮していることが示唆された。
さらに，保護者はそれらの問題が，きょうだいと同
胞との関係のみならず，保護者自身ときょうだいと
の親子関係にも関連して起きているととらえている
可能性が示唆された。このような認識に立って，保
護者は，きょうだいの子育て上の悩み事・困り事に
対し，きょうだいとのコミュニケーションをとるな
ど，直接かかわることにより，解決や予防への努力
をしている。しかしながら，保護者のうち，悩み事・
困り事がある群は，ない群に比べ，きょうだい自身
よりも，親側の立場に立った対応をしている傾向に
あることが推測され，保護者のきょうだいへのかか
わり方そのものへの支援が必要であると考えられた。
さらに，悩み事・困り事の解決には，保護者自身へ
の周囲からのインフォーマルなサポートが役立って
いることも分かった。
以上のことから，きょうだいの子育て支援にあたっ
ては，きょうだい自身のみならず，親子関係にも焦
点をあて，親子のかかわり方を支援するとともに，
家族全体を視野に入れたサポート体制を作る重要性
が示唆された。
障害のある子どものきょうだいを育てる保護者の悩み事・困り事に関する調査研究
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